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失敗なくして成長なし！ 

 

第 12 期 芦澤 友也 

 

 

「商学部で一番成長できるゼミ」。いかにも宗教じみたこのキャッチフレーズを，当時 2年生だった私は，

小野ゼミだけでなく，他の商学部ゼミからも幾度となく耳にした。はじめは，敬遠していたが，「人間的に

成長したい。絶対的な自信をつけたい」という，今思うとかなり浅はかな志望理由で，小野ゼミの門戸を

叩いた。結果的に，小野先生や大学院生の方々，第 11期の先輩方のご厚意によって，入会を果たせたこと

に対しては，今でも感謝してもしきれない。 

活動量が多く，求められる水準が高いのが小野ゼミである。当時入会したての私は，諸々の活動を通じ

て，自然と成長するだろう，そして成長した先に，成功体験があり，それを積み重ねることによって自信

がつくのだ。そう思っていた。しかし，小野ゼミでの活動を 2年間経験したからこそ，分かることがある。

それは，失敗を経験し，失敗から教訓を学ばなければ，大きな成長は果たせないということである。 

 私が小野ゼミで最も失敗し，最も成長を実感した経験は，卒業論文の執筆活動である。卒論は，孤独の

戦いである。つい最近まではそう思っていた。私は最初にテーマを発表する機会において，たまたま仮説

の好感触を得た。しかしながら，論文の方向性は発表当初のものとはしだいに異なっていき，読んだ既存

研究はいずれも難解，やっとの思いで読み進めても論理的な穴が見つからず，私は長い間途方に暮れた。

そうして気がつくと，すでに卒論の締切間際。私は泣きながら先生に相談し，無理を言って，期限を延期

して頂いた。それからは，先生や大学院生の方々，同期に並々ならぬご助力を賜り，論文の方向性から見

つめ直し，かなりのペースで書き進め，今では卒論を完成に近い水準にまで持ってくることができた。私

は，この卒論の執筆活動における諸々の失敗を

通じて，大別して 2つの教訓を学んだ。1つは，

偶然うまくいったとしても，常に先を見据え，

場合によっては，柔軟に方向を転換する必要が

あるという教訓，もう 1つは，板挟みで身動き

が取れなくなったときには，周りの人を積極的

に頼る必要があるという教訓である。 

最後に，私が大好きなアニメ作品である

『Steins; Gate』の最終話で，主人公である岡部

倫太郎が言ったセリフを一部改変して，2年前の自分にこう言いたい。 

「がんばれよ。これから始まるのは人生で一番長く，一番大切な 2年間だ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員揃って卒論提出遅滞を先生に謝罪する 

第 12期広報チーム（著者は左から 2番目） 


